
質 問質 問一 般

と
し
て
、
府
内
の
市
町
村

が
京
都
地
方
税
機
構
を
設

立
す
る
規
約
が
提
案
さ
れ
、

当
面
は
滞
納
整
理
の
共
同

実
施
、
将
来
は
課
税
業
務

や
国
保
税
の
共
同
化
を
進

め
る
内
容
と
な
って
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

地
域
活
性
化
事
業
、
木
造

住
宅
耐
震
診
断
、
自
主
防

災
活
動
用
具
購
入
費
、
外

国
語
活
動
実
践
研
究
事

業
、
美
山
共
同
調
理
場
の

修
繕
や
備
品
購
入
費
の
審

査
を
行
い
可
決
し
ま
し
た
。

当
地
区
を
分
担
し
そ
れ
ぞ

れ
従
来
ど
お
り
の
仕
事
と

な
り
ま
す
。

②
21
年
度
一
般
会
計
補
正

は
、
国
の
特
別
措
置
法
や
、

国
の
２
次
補
正
分
に
係
る

府
基
金
よ
り
、
市
への
配
分

の
補
助
金
の
増
額
、
地
域

活
性
化
・
生
活
対
策
事
業

の
実
施
が
主
な
も
の
で
す
。

他
、
簡
易
水
道
事
業
補
正

１
議
案
、
下
水
道
事
業
補

正
１
議
案
、
合
わ
せ
て
４

議
案
を
全
会
一致
で
可
決
し

ま
し
た
。

は
、
表
決
の
結
果
、
挙
手

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
97
号
平
成
21
年

度
南
丹
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
は
、
表
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
で
可
決
し

ま
し
た
。

４
月
28
日

　

教
育
施
設
に
つい
て
、
平

成
20
年
度
新
設
工
事
さ
れ

た
、
殿
田
小
学
校
、
補
修

工
事
の
新
庄
小
学
校
及
び

平
成
21
年
度
耐
震
補
強
工

事
予
定
の
園
部
小
学
校
屋

内
運
動
場
な
ど
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
殿
田
小
学

校
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
15
日

　

６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
、
定
額
給
付
金
の
支

給
状
況
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
取
組
み
、
市
税
の

納
付
書
発
送
の
報
告
を
受

け
、
付
託
さ
れ
た
議
案
６

件
、
請
願
１
件
の
審
査
を

行
い
、
議
案
は
す
べ
て
可
決

し
、
請
願
は
不
採
択
と
し

ま
し
た
。
今
回
納
税
者
の

利
便
性
の
向
上
や
、
業
務

の
効
率
化
を
は
か
り
公
平

公
正
な
税
業
務
を
進
め
る

6
月
16
日

　

６
月
定
例
会
で
付
託
さ

れ
ま
し
た
４
議
案
に
つ
い
て

審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

①
南
丹
市
農
業
委
員
会
の

定
数
等
の
改
正
に
つ
い
て

は
合
併
協
議
会
の
決
定
事

項
に
よ
り
、
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
「
農
地
部
会
」「
農
政

部
会
」
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置

及
び
構
成
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
の
定
め
を
す
る
も
の
で

す
。
農
地
部
会
の
権
限
及

び
委
員
会
活
動
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
法
定
部
会
と
な

る
と
、
今
ま
で
は
総
会
に

お
い
て
全
て
の
処
理
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
、そ
れ
ぞ
れ「
農
地
部
会
」

「
農
政
部
会
」
が
所
掌
す

る
事
務
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
が

委
員
会
決
定
と
な
り
、
農

地
部
会
に
お
い
て
は
、
特
に

農
地
の
利
用
関
係
に
つ
い
て

の
「
許
認
可
関
係
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
部
会
は

分
か
れ
る
も
の
の
農
業
委

員
と
し
て
の
役
割
は
、
担

4
月
17
日

　

福
知
山
市
、
綾
部
市
の

斎
場
を
行
政
視
察
し
ま
し

た
。

5
月
19
・
20
日

　

洲
本
市
、
鳴
門
市
に
お

い
て
斎
場
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
行
政

視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

6
月
17
日

　

厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
議
案
に
つ
い

て
委
員
会
を
開
催
し
て
審

査
し
ま
し
た
の
で
、
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
87
号
南
丹
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の一部

改
正
に
つ
い
て
は
、
表
決
の

結
果
、
全
員
で
可
決
し
ま

し
た
。　

　

議
案
第
88
号
南
丹
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の一部
改

正
に
つ
い
て
は
、
表
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
93
号
平
成
21
年

度
南
丹
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
総
務
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会 

活
動
報
告

■
厚
生
常
任
委
員
会

耕作放棄地の削減につなげる

丹政クラブ
川勝　眞一 議員

丹政クラブ
末武　徹 議員

市長 平成 22 年度末に、すべての橋の点検を終える市長

農地取得の下限面積が
変更されるが

市道に架かる橋の
点検結果は

を
得
な
い
部
分
が
あ
る
。

　
　

平
成
20
年
度
で
予
算

化
さ
れ
た
橋
梁
の
点
検
作
業

は
ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る

の
か
を
伺
う
。

　

ま
た
、
緊
急
に
修
繕
や
改

良
を
要
す
る
危
険
な
橋
梁

は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

修
繕
等
の
必
要
な
橋
梁
の

今
後
の
改
良
・
補
強
計
画
に

つ
い
て
も
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

市
道
に
架
か
る
橋
の

数
は
、
５
３
６
橋
で
、
そ
の

う
ち
２
５
１
橋
の
点
検
を
終

え
た
。
平
成
22
年
度
末
に
、

す
べ
て
の
橋
の
点
検
を
終
え

る
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

問市
長

に
園
部
・
八
木
地
内
に
あ

る
２
５
１
橋
の
点
検
を
終
え

た
。
修
繕
が
必
要
な
橋
は

21
橋
で
あ
る
。
平
成
21
年

度
に
日
吉
地
内
の
橋
を
、
22

年
度
に
美
山
地
内
の
橋
を

順
次
、
点
検
し
て
い
く
。
重

要
度
や
緊
急
度
を
十
分
に

勘
案
し
、
計
画
的
に
修
繕

を
進
め
て
い
く
。

公
共
工
事
は
地
元
業
者
へ
発

注
す
べ
き

　
　

平
成
20
年
度
に
地
元

業
者
に
発
注
し
た
事
業
は
、

全
体
の
何
％
か
。
併
せ
て
、

地
元
業
者
に
発
注
し
た
工

問

事
等
の
中
味
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
多
い
か
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

平
成
20
年
度
に
お

け
る
公
共
事
業
の
数
は
、
全

体
で
２
３
０
件
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
市
内
業
者
へ
の
発

注
は
、
２
０
４
件
で
あ
り
、

率
に
し
て
88
・
７
％
で
あ
る
。

　

地
元
業
者
に
発
注
し
た

工
事
の
中
味
と
率
は
、
土
木

関
係
が
98
・
９
％
、
建
築
関

係
が
93
・
３
％
で
あ
る
。
し

か
し
、
水
道
施
設
の
工
事
や

電
気
・
通
信
関
連
の
工
事
は
、

市
外
の
業
者
に
発
注
せ
ざ
る

市
長

　
　

農
地
を
取
得
ま
た
は
貸

借
す
る
際
に
下
限
面
積
を
10

ア
ー
ル
に
変
更
さ
れ
た
が
、
拡

大
す
る
耕
作
放
棄
地
は
放
置

の
ま
ま
で
あ
る
。
担
い
手
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
農

業
環
境
は
厳
し
く
な
る
ば
か

り
で
、
市
内
の
放
棄
地
の
面

積
は
39
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

３
割
が
農
地
へ
の
復
元
が
困

難
。簡
単
に
取
得
出
来
れ
ば
、

集
落
の
共
同
作
業
に
課
題
が

残
る
、
投
機
的
目
的
で
の
農

地
売
買
を
心
配
す
る
。
農
業

委
員
会
や
区
長
が
誓
約
書
を

取
り
、
防
止
を
。
農
家
住
宅

問

団
地
等
の
計
画
と
下
限
面
積

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

耕
作
放
棄
地
の
増
大

は
大
き
な
課
題
で
指
摘
の
と

お
り
で
あ
る
。
耕
作
放
棄
地

の
増
加
を
食
い
止
め
、
新
規

就
農
者
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い

く
。
安
易
な
取
得
で
集
落
の

共
同
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
農
家
組
織
等
へ
の

参
入
指
導
を
行
う
。
農
家
用

住
宅
団
地
等
に
つい
て
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
な
踏
切
の
移
転
は
い
つ

　
　

複
線
化
に
伴
い
八
木
駅

舎
・
周
辺
整
備
に
つ
い
て
地

市
長

問

元
と
協
議
が
行
わ
れ
る
が
、

本
郷
地
域
と
国
道
9
号
を
結

ぶ
長
谷
八
木
線
の
踏
切
移
転

と
開
通
は
い
つ
な
の
か
。

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
複
線

化
と
同
時
に
暫
定
的
に
使
用

す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
、

今
後
完
全
な
開
通
は
国
道
９

号
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
え

る
。

環
境
基
本
計
画
の
策
定
は　

　
　

本
市
の
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
現
在
「
南
丹
市
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
制

定
さ
れ
て
い
る
が
、
総
合
的

な
環
境
基
本
条
例
の
必
要
性

市
長

問

は
。
そ
れ
に
と
も
な
い
「
環

境
基
本
計
画
」
の
考
え
は
。

本
市
で
も
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
等
の
調
査
が
行
わ
れ

た
が
内
容
を
伺
う
。

　
　
　

平
成
18
年
に
「
南

丹
市
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
。
名
称
は
異
な

る
も
の
の
環
境
基
本
条
例
と

同
一
の
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
条
例
に
基
づ
き
、
環
境

基
本
計
画
の
策
定
が
必
要
。

本
年
度
か
ら
２
カ
年
に
わ

た
っ
て
策
定
作
業
に
入
る
。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
集
計

を
行
って
い
る
。

市
長

教育施設を行政視察（耐震補強工事予定の園部小学校）

農業委員会（全員協議会）

福知山市斎場、綾部市斎場を行政視察

家族での田植作業（八木町） 公共事業（道路工事）

市議会だより『なんたん』／第14号 1213 市議会だより『なんたん』／第14号




